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ジ
ネ
ス
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の

離
島
で
活
動
す
る
実
践
者
を
講
師
に
個
々
の

活
動
事
例
報
告
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
会
場
へ

の
来
場
者
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
視
聴
者
を

合
わ
せ
て
約
百
人
が
参
加
し
た
。

 
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る 

 
関
係
人
口
の
強
化
と
協
同

松
本 

友
哉
／
渡わ

た

部な
べ 

陽
子

（
合
同
会
社
と
び
し
ま
）

飛
島
は
山
形
県
内
唯
一
の
離
島
で
、
人
口

は
一
六
一
人
（
令
和
五
年
九
月
末
時
点
、以
下
同
）。

平
均
年
齢
約
七
一
歳
、
高
齢
化
率
約
八
〇
パ

ー
セ
ン
ト
に
上
り
、
生
産
年
齢
の
住
民
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
深
刻
な
人
材
不
足
に

窮
し
て
い
る
。
そ
ん
な
島
で
平
成
二
四
年
に

設
立
さ
れ
た
「
合
同
会
社
と
び
し
ま
」
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
の
松
本
友
哉
さ
ん
や
Ｕ
タ
ー
ン
の

渡
部
陽
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
現
在
、
約
十
名

の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
環
境
保
全
活
動
、
第
一

次
産
業
支
援
、
宿
泊
業
や
飲
食
店
の
運
営
、

商
品
開
発
、
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
、
ガ
イ
ド

の
実
施
な
ど
島
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
事

業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
は
旅
行
者
で
賑
わ
う
が
、

冬
季
は
定
期
船
の
欠
航
率
が
高
く
、
一
週
間

船
が
来
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
飛
島
。
こ

の
島
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
「
自
分
た

ち
で
仕
事
を
創
る
し
か
方
法
は
な
い
」
と
、

松
本
さ
ん
は
同
社
創
業
の
経
緯
を
語
っ
た
。

事
業
は
多
岐
に
渡
る
が
、
島
の
風
景
（
自
然・

歴
史
・
文
化
）
を
「
０ゼ

ロ

次
産
業
」
と
し
て
各

活
動
の
根
本
に
位
置
づ
け
、
神
楽
や
獅
子
舞

令
和
五
年
一
一
月
一
七
日
（
金
）、
東
京
・

池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
に

て
、「
し
ま
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
（
公

益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
主
催
）」［
※
］

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
「
離
島
に
お
け
る

産
業
振
興
・
雇
用
拡
充
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

し ま づ く り

サミット２０２3

開 催 報 告

島
の
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

秋
枝
・
ソ
ー
デ
ー
・
由
美

登壇者
１．山形県酒田市飛島
　  松本 友哉／渡部 陽子（ともに合同会社とびしま業務執行社員）
２．広島県大崎上島町大崎上島
　  岩﨑 亜紀（岩﨑農園代表）／中村 文子（中吉丸）
３．長崎県五島市福江島
　  橋本 賢太（Mitake合同会社代表）
４．鹿児島県長島町獅子島
　  山下 城（株式会社島のごちそう）
５．長崎県対馬市対馬島
　  齊藤 ももこ（一般社団法人daidai代表理事）／川端 優花（同社員）
６．鹿児島県薩摩川内市甑島
　   山下 賢太（東シナ海の小さな島ブランド株式会社代表取締役）／ 

古賀 愛深（同社員）
７．新潟県佐渡市佐渡島
　  榎 崇斗（tane CREATIVE株式会社代表取締役）
コーディネーター
浦崎 太郎（大正大学地域創生学部教授）
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の
習
得
や
祭
り
で
の
奉
納
、
島
内
の
除
草
や

海
岸
清
掃
な
ど
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ク
ラ

ウ
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
に
着
手
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
開
設
。
住
民
と
島

外
の
関
係
人
口
が
Ｓス

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
）
を
介
し
て
交
流
し
、
他

地
域
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
開
発
な
ど

も
進
ん
で
い
る
。
海
洋
ゴ
ミ
の
自
動
回
収
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
目
指
す
「
テ
ッ
ク
ア
イ
ラ

ン
ド
」
や
、
行
政
や
企
業
と
提
携
し
て
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
」
な
ど
、
実
証
段
階
の
計
画
も
あ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
雇
用
創
出
に
つ
な
が

る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

「
特
に
力
を
入
れ
た
い
の
が
『
コ
ス
プ
レ
ア

イ
ラ
ン
ド
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
コ
ス
プ
レ
の

イ
ベ
ン
ト
は
都
市
部
で
の
開
催
が
多
い
が
、

着
替
え
る
場
所
が
な
い
な
ど
の
特
有
の
課
題

を
飛
島
な
ら
す
べ
て
解
消
で
き
る
。
全
国
の

島
の
方
々
と
一
緒
に
コ
ス
プ
レ
が
で
き
た
ら

嬉
し
い
」
と
、
渡
部
さ
ん
は
サ
ミ
ッ
ト
来
場

者
へ
呼
び
か
け
た
。

 

カ
ッ
コ
い
い 

 

第
一
次
産
業
の
実
現
を

 

岩
﨑 

亜
紀
（
岩
﨑
農
園
）

 

　
　
　
　
中
村 

文
子
（
中
吉
丸
）

瀬
戸
内
海
の
中
央
に
位
置
す
る
大
崎
上
島

は
、
人
口
六
八
五
五
人
の
島
。
温
暖
な
気
候

を
活
か
し
た
レ
モ
ン
や
ミ
カ
ン
な
ど
柑
橘
類

栽
培
が
盛
ん
で
、
瀬
戸
内
の
豊
か
な
海
で
漁

業
を
営
む
家
も
多
い
。
岩
﨑
農
園
の
岩
﨑
亜

紀
さ
ん
と
中
吉
丸
の
中
村
文
子
さ
ん
は
、
島

の
一
次
産
業
の
担
い
手
で
あ
る
。

広
島
市
出
身
の
中
村
さ
ん
が
嫁
い
だ
の
は
、

四
代
続
く
漁
師
の
家
。
家
族
全
員
が
漁
業
や

遊
漁
船
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
近
年
、
漁

獲
量
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
漁

業
だ
け
で
は
生
計
を
立
て
ら
れ
な
い
漁
師
も

出
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
中
吉
丸
で
は
、
ス

ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ア

カ
モ
ク
に
着
目
し
、
養
殖
に
挑
戦
。
海
藻
を

冬
・
春
期
の
収
入
の
ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う
生

産
の
安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
加
え
て
、

住
民
の
魚
離
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
、
島
の

仲
間
た
ち
と
「
鮮
魚
市
」
を
開
催
。
令
和
五

年
九
月
か
ら
は
、
若
者
向
け
に
「
大
崎
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
し
て
、

捌
い
た
魚
の
身
や
惣
菜
な
ど
を
販
売
し
、
魚

食
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。「
魚
の
資
源
量

は
六
〇
年
前
の
五
分
の
一
と
さ
れ
、
循
環
で

き
る
限
界
値
を
超
え
て
い
る
。
魚
を
獲
る
ほ

ど
魚
は
減
る
が
、
獲
ら
な
い
と
生
活
で
き
な

しまづくりサミット 2023

合同会社とびしまの松本
友哉さん。

※
「
島
を
よ
く
し
よ
う
と
行
動
す
る
人
た
ち
」の
力
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、離
島
に
住
み
続
け
た
り
、住
ん
で
み
た
く
な
る

島
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、離
島
住
民
の
意
見
を
集
め
、悩
み

や
苦
労
、知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、例

年
、全
国
の
島
々
が
一
堂
に
会
す
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」の
会

期
前
日
に
開
催
し
て
い
る
研
修
会
。
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い
。
環
境
が
日
々
変
化
す
る
な
か
、
資
源
を

守
り
、
海
藻
を
育
て
て
海
を
元
気
に
す
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
漁
業
を
目
指
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

岩
﨑
さ
ん
は
、
一
三
年
前
に
新
規
就
農
者

と
し
て
島
へ
移
住
し
た
。
レ
モ
ン
を
中
心
に

ミ
カ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
栽
培
、
ジ
ャ
ム

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
加
工
品
製
造
も
手

掛
け
て
い
る
。
令
和
二
年
か
ら
は
、
農
家
直

営
カ
フ
ェ
を
運
営
し
、
商
品
と
し
て
出
荷
で

き
な
い
果
実
を
活
用
す
る
こ
と
で
「
生
産
物

ロ
ス
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
就
農
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
、
民
泊
の
受
け

入
れ
や
料
理
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
農
業

を
軸
と
し
た
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
に
も

尽
力
。「
大
崎
上
島
に
は
お
い
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
農
家
の
こ
だ
わ
り
や
品
質

の
良
さ
を
、
直
接
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
で

コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
を
目
指
す
。
今
後
は
、

新
規
就
農
者
や
通
年
雇
用
を
生
み
出
せ
る
よ

う
な
農
業
基
盤
を
作
り
た
い
。〝
農
家
っ
て

カ
ッ
コ
い
い
！
”
と
、
島
の
子
ど
も
た
ち
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

 

五
島
列
島
の
不
便
の
解
消
と 

 

世
界
へ
の
魅
力
発
信

橋
本 

賢
太
（
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
合
同
会
社
）

島
で
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、

進
学
な
ど
を
機
に
島
外
へ
出
て
い
く
。
す
べ

て
が
島
に
戻
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
熱
い
想

い
を
胸
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
故
郷
の
た
め
に
活

動
す
る
人
も
い
る
。
福
江
島
出
身
の
橋
本
賢

太
さ
ん
も
、
そ
の
一
人
。
高
校
卒
業
後
に
島

を
離
れ
、
福
岡
で
Ｉ
Ｔ
機
器
を
扱
う
企
業
に

就
職
。
そ
の
後
、
一
年
間
の
海
外
留
学
を
経

験
す
る
な
か
で
、
故
郷
の
恵
ま
れ
た
環
境
に

気
づ
い
た
と
い
う
。
一
時
帰
省
中
に
五
島
の

厳
し
い
現
状
を
知
り
、「
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
続
け
ば
、
手
遅
れ
に
な
る
」
と
の
危
機
感

を
抱
き
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意
。
自
分
の
経
験

を
島
の
不
便
解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
、
会
社

員
時
代
に
培
っ
た
Ｐ
Ｃ
の
知
識
を
活
か
し
て

個
人
向
け
Ｐ
Ｃ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
パ
ソ

コ
ン
専
門
店
」
を
平
成
二
五
年
に
開
業
し
た
。

ま
た
、
当
時
、
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『f

フ
リ
ー

ully G
O

TO

』
の
廃
刊

の
危
機
に
際
し
事
業
を
承
継
。「
島
で
頑
張

る
若
者
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、
市
民
ラ
イ
タ
ー
チ
ー
ム

「f

フ

モ

ト

um
oto

」
に
よ
る
紹
介
記
事
の
執
筆
や
、

制
作
ス
タ
ッ
フ
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
多
く
採

用
す
る
な
ど
、
雇
用
の
創
出
と
住
民
目
線
の

五島列島全体を盛り上
げたいと、橋本賢太さん。

大崎上島の岩﨑亜紀さん。
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情
報
の
発
信
を
手
掛
け
て
い
る
。
五
島
列
島

は
複
数
の
自
治
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

島
間
の
交
流
機
会
は
意
外
と
少
な
い
と
い
う
。

こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
令
和
五
年
三
月
に
、

『fully G
O

TO
』
主
催
で
五
島
列
島
全
体
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
運
営
。
こ
れ
ら
は
開
業
直

後
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
の
情
報
発
信
に
と
ど
め
て
い
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
本
格

的
な
受
け
入
れ
を
始
め
て
い
る
。
橋
本
さ
ん

は
「
私
の
妻
が
台
湾
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

台
湾
語
で
の
情
報
発
信
を
続
け
る
こ
と
で
、

五
島
と
台
湾
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

 

島
で
起
業
し 

 

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

山
下 

城じ
ょ
う

（
株
式
会
社
島
の
ご
ち
そ
う
）

「
今
日
は
起
業
三
年
目
の
デ
ィ
ー
プ
な
悩
み

や
苦
労
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
発
表
を
始
め
た
の
は
、
鹿
児
島
県
最
北

に
あ
る
獅し

子し

島じ
ま

の
山
下 

城
さ
ん
だ
。
人
口

六
三
〇
人
の
六
割
が
六
五
歳
以
上
と
い
う
高

齢
化
が
進
む
島
で
、
主
産
業
は
ブ
リ
や
真
鯛

の
養
殖
業
。
こ
の
島
で
代
々
続
く
漁
師
の
家

に
生
ま
れ
た
城
さ
ん
は
「
漁
師
を
継
ぐ
の
が

嫌
で
、
中
学
卒
業
と
同
時
に
離
島
し
た
」
と

い
う
。
東
京
の
大
手
企
業
に
就
職
し
、
国
内

外
を
飛
び
回
る
生
活
だ
っ
た
が
、
帰
郷
の
際

に
目
の
当
た
り
に
す
る
衰
退
し
て
い
く
故
郷

に
危
機
感
が
募
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意
し
た
。

令
和
元
年
に「
島
の
ご
ち
そ
う
」を
設
立
（
同

四
年
に
法
人
化
）、
島
の
水
産
加
工
品
や
農
産

品
の
販
売
を
始
め
た
。

起
業
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
島
の
漁
師
や

農
家
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
、
生
産
者
に
価

格
決
定
権
な
ど
を
持
た
せ
て
、
収
入
の
底
上

げ
を
図
り
た
い
と
い
う
想
い
だ
。
そ
れ
ま
で

生
産
物
の
多
く
は
、
漁
協
・
農
協
へ
の
系
統

出
荷
が
主
で
、
生
産
者
自
身
が
価
格
を
決
め

る
こ
と
は
稀
だ
っ
た
。
そ
こ
で
城
さ
ん
は
、

独
自
の
流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
立
ち
上
げ
通
信

販
売
を
ス
タ
ー
ト
。
都
市
圏
で
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
調
査
を
行
な
い
、
消
費
者
の
魚
食
頻
度
や

量
な
ど
を
徹
底
的
に
リ
サ
ー
チ
す
る
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
で

販
路
拡
大
と
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
。

城
さ
ん
の
活
動
が
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
た
め
、
開
業
時

は
地
元
住
民
と
衝
突
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

と
い
う
。「
従
来
の
や
り
方
の
ま
ま
で
は
、

島
の
今
後
は
な
い
と
い
う
思
い
で
バ
チ
バ
チ

や
っ
た
の
で
、
孤
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
」

と
、
当
時
を
振
り
返
る
。
漁
師
の
父
親
と
対

立
し
、
創
業
や
事
業
拡
大
に
対
す
る
資
金
調

達
に
も
苦
労
し
た
。
事
業
を
ど
う
に
か
軌
道

に
乗
せ
る
と
批
判
す
る
人
が
現
れ
、
規
模
が

しまづくりサミット 2023

山下 城さんは、島の生産
者の収入を底上げしたい
と話した。
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拡
大
す
る
と
人
材
不
足
や
設
備
投
資
に
苦
し

む
。
島
で
は
悪
戦
苦
闘
の
連
続
だ
。「
離
島

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
た
め
の
障
壁
は
人
材
・

資
金
・
機
会
の
三
つ
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
な
け
れ

ば
、
生
き
残
る
の
は
難
し
い
。
離
島
同
士
が

連
携
し
、
各
島
の
リ
ソ
ー
ス
を
共
有
し
な
が

ら
一
体
と
な
っ
て
勝
負
し
て
い
く
流
れ
が
で

き
た
ら
」
と
島
同
士
の
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

 

ジ
ビ
エ
や
レ
ザ
ー
な
ど 

 

害
獣
の
特
産
品
化齊

藤 

も
も
こ
／
川
端 

優
花

（
一
般
社
団
法
人daidai

）

多
く
の
離
島
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
解
決
に
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か

害
獣
の
資
源
活
用
を
推
進
し
て
い
る
の
が
、

対
馬
の
一
般
社
団
法
人daidai

で
あ
る
。

代
表
を
務
め
る
齊
藤
も
も
こ
さ
ん
は
、
幼
い

頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
大
学
の
獣
医
学
科

に
進
学
。
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
野
生
動
物
保

護
の
現
場
を
体
験
す
る
た
め
に
対
馬
を
訪
問

し
、
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
の
現
場
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
こ
の
時
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
に
苦
し
む
住
民
の
現
実
を
知
り
、

獣
害
に
興
味
を
持
っ
た
の
が
対
馬
に
移
住
す

る
発
端
で
あ
る
。
大
学
卒
業
後
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
、
獣
害
対
策
担
当

と
し
て
活
動
し
た
。
す
で
に
何
度
も
対
馬
に

通
っ
て
住
民
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

地
域
に
な
じ
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
。

対
馬
で
は
農
家
の
減
少
に
と
も
な
う
耕
作

放
棄
地
の
増
加
に
加
え
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
狩
猟
文
化
が
途
絶
え
た
こ
と
に
よ
る
害
獣

の
個
体
数
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

毎
年
、
一
万
体
の
シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
森
林
被
害
は
深
刻
化
す
る

一
方
だ
。対
馬
の
よ
う
な
漁
業
の
島
で
は「
四

つ
足
の
動
物
を
殺
す
と
魚
が
獲
れ
な
い
」
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
ハ
ン
タ
ー
に
対
し

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
多

い
。
そ
こ
で
、
齊
藤
さ
ん
は
、
被
害
対
策
の

推
進
や
害
獣
駆
除
な
ど
の
人
材
育
成
に
励
む

傍
ら
、
ハ
ン
タ
ー
や
ジ
ビ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
に
尽
力
し
た
。
協
力
隊
の
任
期
終
了
年
の

平
成
二
八
年
にdaidai

を
起
業
し
、
被
害

対
策
支
援
や
ジ
ビ
エ
の
啓
蒙
活
動
、
革
製
品

の
製
造
販
売
な
ど
を
手
掛
け
始
め
た
。「
今

で
は
子
ど
も
た
ち
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
ジ

ビ
エ
を
食
べ
る
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
で
狩

猟
免
許
を
取
る
人
も
増
え
て
き
た
」
と
、
齊

藤
さ
ん
は
島
の
変
化
を
喜
ぶ
。

齊
藤
さ
ん
と
一
緒
に
働
く
川
端
優
花
さ
ん

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
対
馬
を
訪
れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
令
和
五
年
の
春
に
移
住
。
現
在

は
大
学
四
年
生
で
、
社
会
人
学
生
と
し
て

daidai

に
入
社
し
た
。「
地
域
の
暮
ら
し
が

鳥
獣
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

一般社団法人 daidai の
齊藤ももこさん。
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知
り
、
解
決
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
た
。
何
を
し
た
い
か
、
何
が
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
学
生
が
多
い
な
か
、
対
馬
に
出
会

え
た
私
は
幸
運
。
今
後
は
、
自
分
か
ら
対
馬

の
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、

意
欲
を
語
っ
た
。

 

地
域
資
源
が
循
環
す
る 

 「
も
の
・
コ
ト
づ
く
り
」を
実
践

山
下 

賢
太
／
古
賀 

愛な
る

深み

（
東
シ
ナ
海
の
小
さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
）

全
国
で
は
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

鹿
児
島
県
甑こ

し
き

島し
ま

は
そ
の
先
進
地
と
し
て
知
ら

れ
る
。
山
下
賢
太
さ
ん
は
「
東
シ
ナ
海
の
小

さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
」
の
代
表
と
し

て
、
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
産
品
開
発

や
販
路
拡
大
支
援
、
宿
泊
施
設
や
交
流
拠
点
、

飲
食
店
の
運
営
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
多
様
な
事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、
県
内
の

有
人
二
八
島
の
人
々
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
鹿

児
島
離
島
文
化
経
済
圏
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
内
閣
官
房
ふ
る
さ
と
活
性
化
支
援
チ
ー

ム
有
識
者
委
員
な
ど
と
し
て
も
活
躍
す
る
地

域
振
興
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。

上
甑
・
中
甑
・
下
甑
島
の
三
島
か
ら
成
る

甑
島
列
島
の
北
部
に
位
置
す
る
上
甑
島
は
、

人
口
一
七
五
九
人
で
高
齢
化
率
は
六
割
を
超

え
る
。
子
ど
も
は
中
学
卒
業
後
に
島
を
離
れ
、

多
く
は
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
。
人
口
減
少

が
加
速
す
る
な
か
で
「
み
ん
な
で
稲
刈
り
を

し
て
、
港
に
集
ま
っ
て
は
語
り
合
っ
て
い
た
、

か
つ
て
の
島
の
原
風
景
の
よ
う
な
も
の
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
理
的
な
意
味
で
は
な

く
、
そ
こ
に
集
う
仲
間
た
ち
と
つ
く
る
『
小

さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
＝
集
落
）』
を
〈
島
〉

と
し
て
と
ら
え
、
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
、
島
の
風
景
を
再
構
築
し
、
次
の
世
代
へ

渡
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
た
山
下

さ
ん
は
、
平
成
二
四
年
に
上
甑
島
で
同
社
を

起
業
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

山
下
さ
ん
の
考
え
・
活
動
に
共
感
し
、
甑

島
に
移
住
し
た
の
が
古
賀
愛
深
さ
ん
だ
。
山

下
さ
ん
が
営
む
宿
を
通
じ
て
甑
島
を
知
り
、

短
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
就
職
。「
島
で
は

一
人
何
役
も
担
っ
て
い
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
私
な
り
の
表
現
で
島
の

暮
ら
し
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
最
近
で

は
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
立
ち
上
げ
や
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
の
配
信
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発
信

を
行
な
っ
て
い
る
。

古
賀
さ
ん
の
よ
う
に
山
下
さ
ん
の
元
に
集

ま
る
若
者
は
多
く
、一
人
で
立
ち
上
げ
た「
東

シ
ナ
海
の
小
さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド
」
社
は
、
現

在
、
社
員
一
七
人
、
島
内
外
に
一
九
拠
点
を

管
理
運
営
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。「
世

界
中
ど
こ
で
暮
ら
し
て
も
よ
い
時
代
に
、
私

た
ち
は
自
ら
選
ん
で
島
に
暮
ら
し
て
い
る
。

甑島での取り組みについ
て話す山下賢太さん。
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自
分
た
ち
は
『
井
の
中
の
蛙
』。
先
人
た
ち

が
引
い
て
大
切
に
使
っ
て
き
た
水
を
枯
ら
す

こ
と
な
く
、
井
戸
の
中
で
大
笑
い
し
て
い
れ

ば
、
そ
の
声
に
誘
わ
れ
て
人
が
集
ま
っ
て
く

る
。
そ
う
信
じ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」
と
山
下
さ
ん
は
話
す
。

 

起
業
成
功
率
で 

 

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
島
を
目
指
す

榎え
の
き 

崇た
か

斗と

（t

タ
ネ

ane C

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

REATIVE

株
式
会
社
）

佐
渡
島
で
ウ
ェ
ブ
制
作
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
事
業
を
手
が
け
る
「tane CREATIVE

株
式
会
社
」
代
表
の
榎 

崇
斗
さ
ん
。
佐
渡

と
い
え
ば
、
近
年
、
全
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
進
出
し
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の

先
駆
け
と
し
て
平
成
二
四
年
に
創
業
し
た
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
積
極
的
に
採
用
す
る
ほ
か
、

「
仕
事
が
な
け
れ
ば
移
住
も
町
づ
く
り
も
な

い
」
と
の
考
え
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支

援
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
き
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
金
銭
面
や
経
営
面

な
ど
が
不
安
定
な
た
め
、
起
業
か
ら
数
年
後

に
経
営
難
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た
め
同
二
七
年

に
創
設
し
た
の
が
、
島
内
の
経
営
者
に
よ
る

任
意
団
体
「
Ｎネ

ク

ス

ト

Ｅ
Ｘ
Ｔ
佐
渡
」
で
あ
る
。
起

業
家
と
と
も
に
事
業
計
画
を
練
っ
た
り
、
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
資
金
調
達
支
援
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
佐
渡
の
人
口
減
少
が

加
速
度
的
に
進
み
、「
人
口
が
三
万
人
を
切

る
と
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
で
き
な
い
」
と
考
え

た
榎
さ
ん
た
ち
は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用

創
出
と
移
住
定
住
促
進
を
す
す
め
よ
う
と
シ

フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。「
た
だ
企
業
を
誘
致

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
と
交
流
し
て

く
れ
る
企
業
、
全
国
や
海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
す
る
こ
と
で
島
に
お
金
を
運
ん
で
く
れ
る

企
業
を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要
。
企
業
誘
致

数
で
は
本
土
地
域
に
か
な
わ
な
い
の
で
、『
起

業
成
功
率
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
島
』
を
目
指

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
佐
渡
の
経
営
者
が
寄0

っ
て
た
か
っ
て

0

0

0

0

0

0

支
援
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
成
功
率
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
行
政
と
連
携
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
ス
カ
ウ
ト
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
誘
致
し
た
企

業
数
は
約
五
〇
社
、
雇
用
数
は
四
一
九
人
だ
。

三
〇
代
以
下
の
移
住
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、

佐
渡
の
経
済
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
い

う
。「
今
後
は
、
誘
致
し
た
企
業
同
士
が
連

携
し
て
世
界
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
で
収
益

化
を
は
か
る
『
佐
渡
島
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

エ
コ
シ
ス
テ
ム
』
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、

展
開
を
語
っ
た
。

 

具
体
的
で 

 

実
践
的
な
フ
ロ
ア
討
論

起業成功率の向上を目
指す榎 崇斗さん。
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
浦
崎 

太
郎

（
大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
教
授
）

各
離
島
の
事
例
発
表
後
、
大
正
大
学
の
浦

崎
太
郎
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
各

登
壇
者
に
よ
る
フ
ロ
ア
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

島
の
規
模
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
差
は
あ

れ
ど
、共
通
す
る
課
題
や
悩
み
も
多
く
、「
資

金
調
達
の
方
法
」「
島
外
の
人
材
を
効
果
的

に
募
集
す
る
手
法
」
な
ど
に
加
え
て
、「
離

島
で
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
少
人
数
で
回
す

必
要
が
あ
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
運
営

で
き
る
の
か
？
」「
浮
き
沈
み
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
方
法
は
？
」

な
ど
、
最
前
線
で
奮
闘
す
る
実
践
者
な
ら
で

は
の
、
具
体
的
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
浦
崎
教
授
の
「
島
在
住
者
と
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
が
う
ま
く
コ
ラ
ボ
で
き
る
地
域
は
成

功
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
ど
の
よ
う
に
連
携

す
れ
ば
よ
い
か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
地

域
の
祭
や
消
防
団
に
参
加
す
る
こ
と
で
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
（
橋
本
さ
ん
）」「
内
地
で

は
引
っ
越
し
な
の
に
、
島
に
な
っ
た
途
端
に

『
移
住
』
と
重
た
く
な
る
。
移
住
と
い
う
言

葉
を
や
め
て
は
ど
う
か
（
齊
藤
さ
ん
）」
な
ど

の
回
答
と
も
に
、「
能
力
や
ア
イ
デ
ア
よ
り

○
○
さ
ん
の
孫
、
△
△
家
の
息
子
で
あ
る
方

が
重
要
な
こ
と
も
多
い
。
自
分
た
ち
が
○
○

的
な
存
在
に
な
る
こ
と
で
、
島
外
の
人
が
ス

ム
ー
ズ
に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

（
山
下
賢
太
さ
ん
）」「
誘
致
企
業
が
嫌
が
ら
せ

や
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
環
境
整
備
に
、

行
政
や
地
元
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た

い
（
榎
さ
ん
）」
な
ど
、
自
分
た
ち
の
取
り
組

み
で
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
環
境
を
つ
く
り

あ
げ
た
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ
が
っ
た
。

浦
崎
教
授
は
「
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
よ
そ
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
も

イ
キ
イ
キ
過
ご
す
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
島

全
体
を
盛
り
上
げ
る
。
今
回
の
事
例
報
告
や

討
論
を
、各
島
で
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
フ
ロ
ア
討
論
を
締
め
く
く
っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、
野
口
市
太
郎
日
本
離
島
セ

ン
タ
ー
理
事
長
（
長
崎
県
五
島
市
長
）
の
「
離

島
の
課
題
は
共
通
し
て
い
て
も
、
解
決
策
は

さ
ま
ざ
ま
。
本
日
の
話
を
自
分
た
ち
の
地
域

で
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
肝
要
。
非
常
に

意
義
の
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
だ
っ
た
」
と
の
総
括

を
も
っ
て
盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

 

（
一
般
社
団
法
人
新
島
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
理
事
）フロア討論の模様。左端はコーディネーターを務める浦崎太郎大正大学教授。


